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第４回厚木市本厚木駅周辺まちづくり推進会議 会議録 

 

会議主管課 市街地整備課 

会議開催日時 令和４年２月 18 日（金） 

会議開催場所 書面会議 

出席者 委員  １１人 

（欠席：１人） 

事務局 

都市整備部市街地整備担当部長、 

市街地整備課中町第２－２地区整備担当課長、 

同部同課 副主幹兼中町第２－２地区整備係長、 

同部同課同係技師 

公開日 令和４年３月１日（火） 

 

 会議内容は、次のとおりです。 

 

１ 案件 

 (1) 目指すまちの姿（案） 

  ア 事務局案 

資料１を案として提示 

イ 委員からの意見（書面表決） 

(ｱ)事務局案に賛成  １１人 

意見 前回の案より良くなった。異論なし。 

意見 ワークショップでも確認された厚木中央公園の重要性を

鑑み、２つの交通結節点（厚木バスセンターと本厚木駅）

に加え、厚木中央公園を１つの生活結節点（仮称）として

クローズアップした表現で示すことも有効と考える。 

意見 方針２、３について、住民の「かかわりしろ」が分かると

良い。 

意見 前回発言した「写真を撮りたい」という言葉には、「SNS

で発信する」だけではなく、「自分のアルバムに残す」や

「年賀状のスナップに使う」という意味もある。表現を再

考いただきたい。 

意見 公園の使いやすさや良さを示す資料として、こども育成課

が作成している「おおきくなあ～れ」を使うのはどうか。 

事務局の見解 御指摘を踏まえて、検討します。 

   (ｲ)事務局案に反対   ０人 

  ウ  審議結果 

   事務局案のとおり決定 

 

(2) 施策 
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  ア 事務局案 

資料２p.２～４を案として提示 

  イ 委員からの意見（書面表決） 

(ｱ)事務局案に賛成  １１人 

意見 施策全体には賛成である。施策２－１「Ａ. 建物地上レベ

ルのオープン化推進（歩行者の滞在空間や休憩施設設置

等）」については、「地上レベル」と限定せず、「地上レベ

ルから建物下層階を中心としたオープン化」にしたらどう

か。２階以上の上層階が閉鎖的であって良いはずはなく、

理想的には１階から２階、３階、それより上層階がオープ

ンな作りとなり地上と連動した賑わいを醸成すべきと考

える。 

意見 施策３－１「Ｂ. いつでも誰でも目にできる方法でまちづ

くり活動等の情報発信」が一番重要である。自分の住む街

がどのような状況であるか分かることで、行動に変化が生

まれると良い。 

事務局の見解 御指摘を踏まえて、検討します。 

 

意見 事例が「目的」と「成果」に整理されていて理解しやすい。

厚木市の「まちづくり」にも参考になるポイントが明示さ

れている。 

まちづくりに対するニーズの整理は素晴らしい出来具合

である。ワークショップで示されていた「アクセス動線」

に関するコメントは分かりやすく明示いただきたい。 

市民活動に対する意識をグラフ化するのは理解しやすく

て良いが、データの信頼性を高めるため、サンプル数を増

やせないか。 

事務局の見解 p.15 のアンケートについては、本議決事項を御協議いた

だく際の基礎データとするために、実施したものではあり

ません。そのため、有効なサンプル数を確保できておりま

せん。統計学的に市民全体の傾向であるという誤解を招か

ないように、データを取り扱っていきます。 

    

意見 バスやタクシーがもっと使いやすくなるように、あとどれ

くらいで停留所にバスが到着するかが分かると良い。それ

までゆっくり座って待っていられる。 

事務局の見解 神奈川中央交通のＨＰにおいて、路線バスの接近情報をリ

アルタイムで検索できる「神奈中バスロケーションシステ

ム」が提供されています。パソコンやスマートフォン等で、

バス停への到着時刻や遅延状況を御確認いただけます。 

また、上位計画である交通マスタープランにおいて、鉄道
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と路線バスの乗換利便性を向上させるため、デジタル式の

案内情報システムの整備を位置付けています。そのため、

前回会議の資料２p.４において、施策１－２「Ｅ.公共交

通利用者の待合環境（雨避け、整列誘導、路線バス発着情

報のリアルタイム化等）整備」をお示ししており、交通事

業者と連携しながら、公共交通利用者のさらなる利便性向

上を目指してまいります。 

(ｲ)事務局案に反対   ０人 

  ウ  審議結果 

事務局案のとおり決定 

 

(3) 市民（事業者や住民など）ができること 

  ア 事務局案 

資料２p.５以降に基づき、本厚木駅周辺の目指すまちの姿を実現するため、今

回の会議で委員提案を募り、次回会議で市民（事業者や住民など）主導の取組

を協議することを案として提示 

  イ 委員からの意見（書面表決） 

   (ｱ)事務局案に賛成  １０人 

   (ｲ)事務局案に反対   １人 

  ウ  審議結果 

事務局案のとおり決定 

 

(4) 提言書のイメージ 

  ア 事務局案 

   資料３のとおり提言書のイメージを提示 

  イ 委員からの意見（書面表決） 

   (ｱ)事務局案に賛成  １１人 

意見 一歩踏み込んだ内容となっており、異論なし。 

意見 前回会議の意見が良く反映されている。 

意見 「（６）厚木中央公園の可能性」の項目において、「厚木中

央公園は重要な資源の一つである」と言及しているが、「厚

木中央公園は本エリアにおける最も重要な拠点の一つと

位置づけられる」くらいに強い表現が望まれる。 

意見 p.３の「電動キックボード」という表現が唐突であるとい

う印象を受けた。 

意見 「歩く」や「小江戸」というキーワードから厚木に住んで

いるちょんまげ頭の「お侍さん」が連想される。街並を再

現できなくても、着物好きな仲間と街で写真を撮りたくな

るような街になると良い。また、大学との連携で、色々な

意味での『心のバリアフリー』を実現したい。 

事務局の見解 御指摘を踏まえて、検討します。 
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   (ｲ)事務局案に反対   ０人 

  ウ  審議結果 

事務局案のとおり決定 

 

２ その他 

特になし 

以 上 


